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　Abstract
　Past studies have indicated a positive relationship between the tendency to undervalue 
others with lack of coordination and emotional instability. However, gender differences in 
this relationship have remained unexplored. Therefore, the relationship between 
undervaluing others with differences in gender and Big Five personality traits was 
investigated. Participants were Japanese university students (N=281). Big Five personality 
traits were assessed by using FFPQ-50 (Five Factor Personality Questionnaire 50-items) and 
TIPI-J (Japanese version of the Ten-Item Personality Inventory). Correlation analysis and 
multiple group structural equation modeling were conducted on the scale scores. Results 
indicated that undervaluing others was negatively related with agreeableness (attachment), 
which supported findings of previous studies. Furthermore, undervaluing others and 
conscientiousness (controlling) were positively correlated in women, but negatively 
correlated in men. Moreover, female participants with high undervaluing others scores and 
high self-esteem scores had the highest conscientiousness score. These results suggest 
overestimating of the conscientiousness would occurred from highly undervaluing others 
on women. The dissatisfaction with others in women with high self-esteem is discussed.



















研究が行われてきた（ex. 藤井・上淵，2011; 速水・小平，2006; 小塩・西野・速水，2009）．
　これまでの研究では，他者軽視傾向との関連を検討するだけでなく，自尊感情との組み合わせ
によって分類を行う有能感類型を用いて統計学的に解析を行ったものも多い（ex. 安藤，2006; 





















16PF（Sixteen Personality Factor Questionnaire）を用いて他者軽視傾向との関連を検討して
21
他者軽視傾向と一般的パーソナリティ
いる．16PF は 187 項目からなる一般的パーソナリティを測定するテストである．この研究では，
測定された 16 の性格特性のうち 3 つの特性で，他者軽視傾向との間に有意な相関関係が認めら
れた．3 つの特性とは，C 因子，M 因子，L 因子であり，他者軽視傾向は，情緒安定性に関わる










（Hayamizu, Kino, Takagi, & Tan, 2004）．また，協調性のなさ及び神経症傾向が他者軽視傾向






















ソナリティ・テストのうち，本邦では，FFPQ（Five Factor Personality Questionnaire; 辻 , 
1998），主要 5 因子性格検査（村上・村上 , 1997)，NEO-PI-R などが多くの研究で用いられてい
る．ビッグファイブを測定するテストの多くは，ビッグファイブ（超特性）がさらに要素特性と
呼ばれる下位特性に分類可能であることを想定している．例えば FFPQ では，ビッグファイブ
の 1 つである統制性について，几帳面，執着，責任感，自己統制，計画の 5 つの要素特性から構
成されるものとされ，各 6 項目の計 30 項目の質問から統制性が測定される．従って FFPQ の場
合，他の 4 つの超特性をあわせて計 150 項目への回答を対象者に求めることになる．FFPQ に
限らず，要素特性を考慮した場合，その分測定に用いられる項目数が増えることになるが，この
間，要素特性の測定や判定を目的としない短縮版の開発も進められてきた．特に近年では，10







































③ TIPI-J　小塩他（2012）の各 2 項目の計 10 項目でビッグファイブを測定するテストを用い
た．「あてはまらない」から「あてはまる」の 5 件法にて評定を求めた．
④ FFPQ-50　藤島他（2005）で作成された FFPQ の短縮版を用いた．ビッグファイブを各 10
項目（5 つの要素特性について各 2 項目）の計 50 項目で測定するテストである．「まったく
違う」から「まったくそうだ」までの 5 件法で評定を求めた．
　調査時期・倫理的配慮






係数を Table 1 に示す．なお，TIPI-J は各 2 項目によって構成されるため，α係数の欄に逆転
処理後の評定値間の相関係数を示した．α係数は .72 ～ .85 の値を示しており，尺度の内的整合


















FFPQ-50 であり，TIPI-J は測定されていない．TIPI-J の協調性（r=-.18, p<.01），勤勉性（r=-
.10, p<.10）及び開放性（r=.11, p<.10）が有意もしくは有意傾向の相関係数を示した．また，
FFPQ-50 では，愛着性（r=-.27, p<.001），情動性（r=.21, p<.001）との間が有意であり，遊戯
性との間に有意傾向の相関係数が認められた（r=.11, p<.10）．有意傾向の相関関係にまで注目し
た場合，ほぼ先行研究で指摘されている，協調性（愛着性），神経症傾向（情動性），開放性（遊







数（r=-.25, p<.01） の み が 有 意 で あ り，FFPQ-50 で は， 男 女 の 愛 着 性（ そ れ ぞ れ r=-.35, 
p<.001，r=-.20, p<.05）と統制性（それぞれ r=-.19, p<.05, r=17, p<.05），情動性（それぞれ





















を検討した．結果を Table 6 に示す．男女で相関係数の符号が一致していなかったもののうち，
男女いずれも有意もしくは有意傾向であった項目は，「7. あまりきっちりした人間ではない」「5. 










（FFPQ-50）の平均値を図示したものが Figure 1 ～ 5 である．FFPQ-50 の 5 つのパーソナリ
ティ特性を従属変数とする性別×有能感類型の二要因分散分析をそれぞれで実施した．
　外向性得点の平均値をグラフ化したものが Figure 1 である．分散分析の結果，有能感類型の
主効果が有意であった（F(3,273)=12.49，p<.001）．HSD 法による多重比較を行ったところ，萎

























































木（2010）でも用いられた FFPQ-50 は，5 つの超特性を構成する要素特性（下位特性）を配慮
して各 10 項目から構成されているテストである．一方で，TIPI-J は簡便にビッグファイブを測
定する超短縮版として利便性を追求したテストであり，各 2 項目から超特性を測定する．双方を
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